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午後１時２８分開会 

○くぼた美幸委員長 それでは、これより子ども・

子育て支援対策調査特別委員会を開会いたします。 

 

           ◇            

 

○くぼた美幸委員長 初めに、記録署名員２名を私

より御指名申し上げます。 

  太田委員、横田委員、よろしくお願いいたしま

す。 

 

           ◇            

 

○くぼた美幸委員長 次に、請願・陳情の審査を議

題といたします。 

  初めに、（１）５受理番号１７、（２）６受理

番号１１、以上２件を一括議題といたします。２

件とも前回は継続審査であります。 

  また、報告事項③（あだち出産・子育て応援事

業の令和７年度主な変更点について、並びに、⑤

子育て家庭訪問事業運営委託の受託事業者選定に

伴う、公募型プロポーザルの実施についてが本請

願と関連をしておりますので、併せて執行機関に

説明を求めます。 

○衛生部長 足立出産子育て応援事業令和７年度の

主な変更点について説明いたします。 

  子ども・子育て支援法の改正によりまして、国

は令和７年度から現金支給を基本とする妊婦のた

めの支援給付というのを創設しております。つい

ては、令和７年度から実施するあだち出産・子育

て応援事業の主な変更点について報告いたします。 

  主な変更点は、今まで足立区ではギフト方式と

いいまして、東京都の広域連合で活用しているギ

フト方式を今まで、ギフトのガイドブックみたい

なのがあるんですけれども、そこから選ぶ形のも

のを使っておりましたが、今後は現金支給、口座

払いに替えます。 

  また、国と東京都による妊娠時から１歳までの

支給金額も、今まで第一子ですと、１歳までに全

部で２２万円だったところが、追加の５万円が入

りまして、２７万円になります。 

  資料については別紙に詳細がありますので、御

確認いただきたいと思います。 

  これらのことは、令和７年４月１日から始めて

まいります。 

  以上でございます。 

○子ども家庭部長 それでは、教育委員会の資料の

４ページをお開きください。 

  来年度から開始いたします子育て家庭訪問事業

の事業者を選定する、公募型プロポーザルの実施

を行いたいと考えております。 

４ページの項番１、２、３、４、事業の目的対象世

帯、訪問頻度、委託内容については記載のとおり

でございます。 

  今回、この公募型プロポーザルをやるのは民間

事業者に委託する部分でございまして、５ページ

の、区の職員と今回ミックス方式でやりますので、

区の関わり方について若干ちょっと補足をさせて

いただきます。 

  ５ページの項番５番です。 

  区の職員については、本庁舎、おおやたこども

園、鹿浜こども園の３拠点を中心に、会計年度任

用職員が１人当たり５０から１００世帯を訪問さ

せていただきまして、主になかなか連絡がつかな

い世帯とか、支援が必要な世帯とかも、若干ちょ

っと困難な世帯を想定をいたしまして、民間事業

者をフォローする形で区の職員の関わりを持ちた

いと考えてございます。 

  項番７のところ、今後のスケジュールです。こ

れは委託の方のスケジュールですが、５月に公募
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をさせていただいて、１０月に訪問開始いたしま

すが、７月、８月、９月、これは区の直営部分で

すね。会計年度任用職員の方を採用させていただ

いて、今回、委託と直営ミックスでやるのでそう

いう、そのような形で１０月開始を目指していき

たいというふうに考えております。 

  私からは以上となります。 

○くぼた美幸委員長 それでは質疑に入ります。何

か質疑はありませんか。 

○長谷川たかこ委員 ギュッとチャットについて足

立区のホームページに早速掲載していただきまし

て、ありがとうございました。 

  子どもで言いますと、小学生、中学生と、タッ

プすれば見られるようになっているのですけれど

も、ホームページだけだと、多分子どもはそこま

で見ないと思うので、もっと違う周知の仕方が小

学生や中学生、高校生とか必要になってくると思

うんですけれども、今どういうふうに働き掛けて

いるんでしょうか。 

○子ども政策課長 長谷川委員、御指摘★★、今の

ところホームページのみでの周知をさせていただ

いております。そのほか何ができるかにつきまし

ては、今、長谷川委員からも御指摘いただきまし

たので、ちょっと教育委員会の、学校の運営等々、

ちょっと調整をしながら、ほかの手段も検討して

いきたいと思います。 

○長谷川たかこ委員 是非、子どもの目に届くよう

にしていただきたいのと、親向けには★★に流す

のが効果的かなと思うんですけれども、いかがで

しょうか。 

○子ども政策課長 そこも含めて検討してまいりま

す。 

○長谷川たかこ委員 今、御報告いただきました子

ども・子育て支援事業の、こちらの、これから孤

独・孤立の家庭訪問事業が始まると思うんですけ

れども、最初の段階からアンケートをしていただ

けるという解釈でよろしいでしょうか。 

○子ども政策課長 始まったときからアンケートを

実施したいというふうに考えています。 

○長谷川たかこ委員 そのアンケートの中身は、以

前もお話ししたように選択制で、次、どういうの

を活用したいですかというところで、ちょっと家

事支援とか、そういうこともメニューとしては入

るということでよろしいですか。 

○子ども政策課長 ★★はもちろん事業、その事業

が御本人たちにとってどうだったかっていうのは

もちろん確認するんですけれども、今、長谷川委

員、御指摘あったとおり、絵本であるとか、お持

ちするものありますので、そこについての御評価

についてもアンケートしていきたいというふうに

考えております。 

○長谷川たかこ委員 是非、家事支援とかいろいろ

メニューを付けていただいて、アンケートしてい

ただきたいと思うんですけれども、そのアンケー

トの案っていうのを見せていただきたいんですけ

れども、よろしいでしょうか。 

○子ども政策課長 そうですね、どのように御報告

させていただくかは検討させていただきたいと思

いますが、分かりました。 

○長谷川たかこ委員 ありがとうございます。 

  ネウボラでいろいろ調べましたら、今までちょ

っとヒットしていなかったのに、最近、ネットの

方から、ネットでいろいろと検索して調査してい

るとネウボラを、フィンランドでやっているよう

な形でのネウボラをやっていこうというところで、

静岡県の島田市とか福島県の伊達市が今やってお

りました。ちょうど夏に私たち会派がこちらの方

に伺って視察する予定ではあるんですけれども、

保健師がよりそういう支援をしているというとこ

ろでした。 
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  ちょっとこれから調査をして、研究しながら提

案をしていきたいと思うので、全国的にはちょっ

とそういうところが先進自治体としてあるという

ことに気が付きましたので、是非、足立区の執行

機関の皆様も調査しておいていただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 今回はまず、その時期を絞って、

１歳のところにポピュレーションアプローチとい

う形で支援をしたいというふうに考えております。 

  ネウボラの取組については、他自治体というの

はこちらも認識はしておりますが、なかなかやは

り人口規模等が違いますので、果たして足立区で

も同じようにできるかというのは、引き続き研究

が必要なのかなあというふうに思っております。 

  いずれにしろ、ほかの自治体についても、ちょ

っと我々の方でも気に掛けていきたいというふう

に思います。 

○長谷川たかこ委員 そうなんですよ、人口規模と

かがちょっと違うんですけれども、足立区は足立

区なりのやり方で、どういうふうにしたらできる

かなっていうところをちょっとこれから探りたい

と思っているので、島静岡県の島田市と福島県の

伊達市がありますので、ちょっと是非研究をして

おいていただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

○石毛かずあき委員 私の方からは、環境部の報告

事項について何点か確認をさせていただきたいと、

ごめんなさい、衛生部です、ごめんなさい、衛生

部の方ですね。 

  これまで★★されておりました妊娠時と出産時

の支援が強化されることになって、それとともに

継続的な面談だったり、また、家庭訪問等の伴走

型の相談支援体制も整うということで、これから

行われるんですが、足立区はこれまでも様々な対

策を取っておられますが、他の自治体では新たな

支援サービスを行わなければならない、提供する

ために、人員体制の増員とか、また強化、あとは

保育士とか、子育てに関する専門的な知識を持て

ているようなそうした方々を必要とする人員の増

員、そういった強化っていうのが、確保が大変課

題で問題になっているというふうに言うんですけ

れども、当区の状況をお伺いいたします。 

○保健予防課長 石毛委員のおっしゃるとおりで、

少子化対策ということで国も東京都も制度変更が

ございますし、足立区も独自の事業を追加してご

ざいます。 

  そこで、来年度から保健予防課の常勤職員１名

増員いたしまして、事務量が増えたとしても、こ

れまでの事務処理レベルを維持向上できるように

努めていく予定でございます。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  １名増員をして対応を強化するということです

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  また、区では引き続き、先ほど言っていたスマ

イルママ面接★★妊娠後期のアンケート調査、ま

た、こんにちは赤ちゃん訪問やファーストバース

デー★★アンケートを行って、０歳児から１歳児

までの対応を行っていくということで、大きな変

化というか、人員的な課題や問題というのは起こ

らないのかなというふうには思ってはいるんです

けれども、ただし、新制度に移行しますから、そ

ういうときっていうのは必ずその期間内について

これまでの制度の違いとか、また新たな制度、要

するに保護者の方が、利用する方々が大変混乱を

するのではないかということを大変心配をするん

ですけれども、その点、報告事項にもあります主

な変更点だったり、参照に記載されていますけれ

ども、そうした保護者の方に混乱が生じる可能性

があることに対して、この制度を正しく理解して

いただくことが大変重要なことだと思っているん
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です。 

  ですので、そのために、またスムーズな手続の

そうした申請に関すること、特にそういったこと

を分かりやすく説明する情報、知識のある方は御

自身で様々情報を得ますからいいんですけれども、

そうでない方々がなかなか知らないで、この制度

を利用するのが例えば遅れてしまったりとか又は

なかなか進まないっていうようなことが起きない

ようなそうした対策を取っていただきたいと思う

んですけれども、今後、そうした情報発信も含め

て、区の、適切に行われるか、情報発信ですね、

適切に行われるのかどうなのか、その点教えてく

ださい。 

○保健予防課長 例えば、今回の制度変更がござい

まして、４月１日から実施の予定ですけれども、

急に説明を始めると混乱すると思いましたので、

３月に窓口に来た方から順番に説明を始めており

ます。 

  また、妊娠届を出された方につきましては保健

師などが直接案内をしてございます。その際にマ

タニティーサービスの御案内とかっていうのもお

作りしまして、ワンペーパーで説明するようにし

ておりますので、十分に周知させていただきます。 

○石毛かずあき委員 最後に、その説明をその都度

受けるんですけれども、やはりそのときそのとき

になって心配になって、当然、忘れてしまったり、

どうしたらいいんだろうという不安がある、そう

した方々もいらっしゃると思うんです。そうした

その都度その都度に対する相談体制っていうのは

どのようになっているのかお伺いいたします。 

○保健予防課長 もし御不安になるようなことがご

ざいましたら、保健予防課でも大丈夫ですし、各

保健センターでも情報共有していますので、どち

らの窓口でも適切な案内ができるようにしてござ

います。 

○横田ゆう委員 これまでも質疑をしてきました産

後ケアの充実をずっとこの間求めてきましたけれ

ども、去年の７月に、子ども委員会で乳房ケアが

とても大切だということで充実をしてほしいとい

うことで求めてきました。 

  品川区の例も出して、これまで日帰り型、宿泊

型に続いて訪問型を行って、乳房ケアですとか、

乳房マッサージ、授乳指導、産後の心身に関する

相談、沐浴指導など、妊娠、妊婦と、それから乳

幼児の心身両面にわたるアドバイスを求めてきま

したが、そのとき、他の区のものを調べて来年度

実施できればという答弁がありましたが、その後

どうなりましたでしょうか。 

○保健予防課長 産後ケアのものでの訪問型のこと

だと思いますけれども、助産師の方が自宅にお伺

いするということで、助産師会といろいろ打合せ

をしておりまして、来年度から実施できるように

ということで、今回、予算を計上させていただき

ました。 

○横田ゆう委員 訪問のときには必ず助産師が来る

ということで、乳房ケアなどもやるということで

しょうか。 

○保健予防課長 まず訪問するのは、助産師でござ

います。 

  今、実際の事業の内容を詰めているところです

けれども、そのサービスの中に乳房ケアも入れて

いただけるようにということで、今交渉している

ところでございます。 

○横田ゆう委員 訪問のときに助産師が来るとなる

と、本当に質が高い相談アドバイスやケアができ

るように思います。これは無料で、でしょうか。 

○保健予防課長 これは１回６０分程度でございま

すけれども、出張費用込みで２，０００円を予定

してございます。ただし、経済的に非課税の方と

か生活保護の受けている方は自己負担金を免除す
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る予定でございます。 

○横田ゆう委員 １人何回まで利用できますでしょ

うか。 

○保健予防課長 ほかの産後ケアと一緒ですけれど

も、合わせてですけれども、最大７回まで使える

ようにしている、する予定でございます。 

○横田ゆう委員 １人７回で、１歳半ぐらいまでで

すか、１歳までですか。 

○保健予防課長 １歳までを予定してございます。 

○横田ゆう委員 助産師が訪問してくださるとなる

と、かなり使われる方がいらっしゃると思います。

それで周知の方はどのようにしていきますでしょ

うか。 

○保健予防課長 それはまだ予算が可決して★★、

なかなか周知ができないものですから、予算が可

決してから周知始めたいと思います。 

○横田ゆう委員 できれば、今２，０００円ってい

うお話がありましたけれども、どなたでも無料に

していただきたいなと思いますが、その辺はいか

がでしょうか。 

○保健予防課長 確かに理想論で言えば無料が一番

いいんですけれども、ただ、適正な自己負担とい

うのは必要かなと思っていて、実際の利用料の２

割程度は御本人負担かなというもので、２，００

０円を計上しているところでございます。 

○横田ゆう委員 そうすると、１万円掛かるところ

を２，０００円本人負担ということなんですね。

分かりました。でも、できれば無料にしていただ

ければと思いますけれども。よろしくお願いいた

します。 

○川村みこと委員 ちょっと１点確認なんですけれ

ども、あだち出産・子育て応援事業の変更点につ

いてですけれども、妊娠届出時とファーストバー

スデーサポートのところのこども商品券、これは

やっぱり現金給付にするのは難しかったという認

識で間違いないでしょうか。 

○保健予防課長 確かに国の方針に合わせて全て現

金にという考え方は、お声は聞くことはございま

すけれども、実は東京都の★★ママパパ応援事業

という補助金を活用してございまして、その中の

条件で、現金以外の方法で子育て支援に資するも

のと条件があるものですから、現金にはできなく

て、今、ギフト★★を使っているところでござい

ます。 

○川村みこと委員 経緯は分かりました。 

  今回これ制度の変更があったということがＳＮ

Ｓ上で思ったよりいろいろな方が書かれておりま

す。現金になってよかったねということで、本当

に書かれているのを見かけております。 

  私、これを機に、こども商品券の対象店舗を足

立区内もう一回確認したんですけれども、やっぱ

り場所が限られるというところと、これ、アンケ

ートを、例えばファーストバースデーサポートで

すと、アンケートを送付して、１歳のときに送付

されてきて回答期限は２か月後です、２か月後ま

でと。その後届くから、大体１歳３か月から１歳

半頃に届くのかなっていうふうに思うんですけれ

ども、その頃になるとやっぱり大きな買物をする

というのはもう何か一通り終わってしまっている

というところだと思います。 

  そうなるとまめにやっぱり買いたいんですけれ

ども、この６万円から８万円を消費するのって、

なかなか対象店舗まで行かなきゃいけないので難

しいっていうところがあるかと思います。 

  ほかの区も同じだと、同じ状況だと思うんです

けれども、是非区民の方の意見、現金がどうなの

か、★★商品券がどうなのかっていうところは、

よく確認をいただいて、必要に応じて現金化につ

いて都に要望していただければと思いますが、そ

の点いかがでしょうか。 



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ７  

 

○保健予防課長 実は今回も国が現金にしたという

ことなので、東京都が出しているお金についても

現金か、もしくは現金に代わるような電子マネー

みたいなものをしてもらえないだろうかっていう、

東京都に要望したんですけれども、残念ながら受

入れてはもらえませんでした。 

  それから今使っているこども商品券ですけれど

も、店舗数がたしか３年ぐらい見たときは１００

件ぐらいだったと思いますけれども、今見ますと

１２７件になっていて、順番に増やしていますの

で、利用はだんだん拡大できると思います。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  なかなか東京都の兼ね合いも、で、難しいとこ

ろもあるとは思うんですけれども、実際使われる

ママ、パパの声を第一に、やっぱり現金がいいと

いうことであれば、引き続き都へ要望していく必

要が区としてあるかと思いますので、そこは他区

の動向も見ながら是非お願いしたいと思います。

これ要望します。 

○大竹さよこ委員 今回の公募型プロポーザルの前

に、ごめんなさい、今のあだち出産・子育て応援

事業スキームについて、これの表がよく、分かり

やすくなって非常にいいなというふうに思いまし

たけれども、途中途中でオンラインで申請ができ

るところと、やっぱりまだアナログでアンケート

提出っていうところ、また発送というのがあるの

ですが、これ全部デジタル化というのは難しかっ

たんですか。 

○保健予防課長 まだ紙で申請、申請を書いてもら

うところ、ところどころございますので、どうい

うふうにしたらオンライン化できるかっていうの

はちょっと検討させてください。 

○大竹さよこ委員 そうですね、なるべく今の若い

方々はデジタルでやる方が利便性がいいのかなと

も思いますし、少なからず行政手続ってやっぱり

たくさん紙がありますので、こういったものがデ

ジタルで一括でできる方がよりいいのかなとも思

いますので、引き続き、よろしくお願いしたいと

思います。 

  また、外国人の方も増えていらっしゃると思う

んですけれども、外国語対応っていうのはどのよ

うにお考えですか。 

○保健予防課長 実際窓口などで担当していますと、

日本語が分かる方が一緒にいらっしゃることが多

いので、対応はできているんですけれども、もし

どうしても日本語が分からない方がいらっしゃれ

ば専用の通訳を就けるようにいたします、してお

ります。 

○大竹さよこ委員 そうま。 

○保健予防課長 それかタブレット、すみません、

タブレット端末で通訳っていうのもございます。 

○大竹さよこ委員 窓口対応はそのようになります

けれども、この書類関係、アンケートだったり、

申請書だったり、やっぱり日本語だと思うんです

ね、そのあたりはどうなっていますか。 

○保健予防課長 ホームページなどは外国語対応で

きると思うんですけれども、こちらから送るもの

については、取りあえず日本語のものを先にお送

りして、お問合せがいただければ別の対応をさせ

ていただいております。 

○大竹さよこ委員 ちなみに今、区内で外国籍の方

で妊娠、出産される方々っていうのは、どれぐら

いいらっしゃいますか。 

○保健予防課長 特に集計はしていないですけれど

も、外国人の一般的な比率と同じぐらいじゃない

かと思います。 

○大竹さよこ委員 そうしますと、結構いらっしゃ

るんじゃないかなあと思うんですけれども、そう

いったことも、人数的にこれから増えることも可

能性もあるかと思いますので、そのあたりも区の



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ８  

 

方、調査していただいて、対応すべきところは打

てるところから打っていただければなと思います。 

  この外国籍の方の、関しては、次のポピュレー

ションアプローチの方もそうかなと思うんですけ

れども、これから訪問員が訪問されると思います

けれども、そういった訪問先が外国の方の場合に

はどのように対応していくのか、現在検討してい

る状況があれば教えてください。 

○子ども政策課長 大竹委員おっしゃるとおり、や

はり外国籍の方いらっしゃると思います。 

  ただ、まだちょっと具体的にこうしようってい

うところはないんですけれども、ただそれは必要

だよねっていうのは我々の方でも認識しておりま

すので、ちょっと何かしらちゃんと伝わるような

訪問の仕方は必要かなというふうに思っておりま

す。 

○大竹さよこ委員 そうですね、これから訪問員の

方を公募をされて、そして研修も受ける予定と聞

いておりますので、そこにはやっぱりある程度、

間に合うように準備していただくのが必要かなと

思いますが、再度いかがですか。 

○子ども政策課長 間に合うように準備していきた

いと思います。 

○へんみ圭二委員 先ほど母乳ケアのお話がありま

した。 

  三、四年前に私も本会議質問で、母体ケアとか

母乳外来などにも補助をすべきではないですかっ

てお話をしたときに、他の自治体の状況を検討し

てみて検討していますというお話だったんですが、

今回訪問型で２，０００円というのは、これ２，

０００円というのはどういった根拠なんでしょう

か。 

○保健予防課長 これ、助産師会といろいろ打合せ

をしているんですけれども、実際の利用料金の２

割程度ということで、ほかの産後ケアもうその程

度にしているんですけれども、そこから２，００

０円というのを計算してございます。 

○へんみ圭二委員 例えば近隣だと葛飾区が母乳外

来で５回までは無料だったり、渋谷区もたしか訪

問型で１回１，０００円とかそれぐらいだったと

思うんですけれども、この近隣区の状況に比べて

足立区の２，０００円という金額はどのような状

況でしょうか。 

○保健予防課長 自己負担金を幾らにするかってな

かなか難しい問題がございまして、まず今の産後

ケアの料金形態でまずスタートさせていただいて、

近隣区とか、あと御利用者のアンケートなども取

りたいと思いますので、そういった中でまた検討

させていただきたいと思います。 

○へんみ圭二委員 分かりました。私が知っている

限りだと、幾つかの自治体に比べるとやっぱり高

いかなという気もしますから、そのあたりは、今

回、まずスタートするというのはいいことだと思

いますし、その中で、できるだけ安くする方法で

検討いただきたいと思いますが、そのあたりは、

例えばアンケート取られたりということはやるん

ですか。 

○保健予防課長 これは現在もそうなんですけれど

も、産後ケア御利用された方の、終わった後にア

ンケートをいただいたりというふうにしておりま

すので、今後も引き続き行っていきたいと思って

おります。 

○くぼた美幸委員長 他に。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○くぼた美幸委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、次に、各会派の意見をお願いします。 

○大竹さよこ委員 そうですね、受理番号１７、受

理番号１１と徐々に、こども家庭庁もでき、そし

て国の制度も前に進んでいるところかと思います。

引き続き議論を深める必要があると思いますので、
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継続でお願いします。両方とも継続でお願いしま

す。 

○長沢興祐委員 両方とも継続です。 

○横田ゆう委員 子どもを産み育てやすい施策の更

なる充実が必要だと思いますので、二つとも採択

を求めます。 

○へんみ圭二委員 継続です。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○長谷川たかこ委員 採択でお願いします。採択で。 

○くぼた美幸委員長 ２件とも。 

○長谷川たかこ委員 採択、採択。 

○くぼた美幸委員長 ２件、２件とも。 

○長谷川たかこ委員 ２件とも採択で。 

○くぼた美幸委員長 採択で、はい、分かりました。 

 ○くぼた美幸委員長 それでは、これより採決を

いたします。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○くぼた美幸委員長 挙手多数であります。よって、

継続審査と決定いたしました。 

  次に、（３）５受理番号３９、（４）５受理番

号４８、以上２件を一括議題といたします。２件

とも前回は継続審査であります。 

  執行機関、何か変化はありますか。 

○保育・入園課長 特に変化はございません。 

○くぼた美幸委員長 それでは質疑に入ります。何

か質疑はありませんか。 

○西の原ゆま委員 令和７年度第一次不承諾の数が

１，０１９人と聞きました。二次、三次へと進ん

でいるとのことですが、現在の進捗状況、分かっ

ていることを教えてください。 

○保育・入園課長 現在の進捗状況でございますが、

第二次の審査の方が終わりまして、まだ残りが数

百残っているところでございます。現時点では第

三次の方を引き続き実施しているところでござい

ます。 

○西の原ゆま委員 この募集人数の枠が空いている

枠、施設の枠が令和７年度３，７６６人でした。 

  しかし、利用申込みの方、審査継続の方、先行

利用調整の方、全ての合計が３，７８４人となっ

ています。令和６年度よりも申込み合計人数が多

い状況になっています。これでは年度途中に入り

たいお子さんはもう入れないような、そういう想

定がもう既に出来上がってしまっていると思いま

す、いかがですか。 

○保育・入園課長 今、西の原委員おっしゃられて

いたのは、第一次の申込みの状況でございますけ

れども、第一次の申込みの際には、実は育休の延

長をそもそも予定されている方であったり、ほか

の認可以外、施設以外の企業主導型等の施設も併

願されている方がいらっしゃるところで、数とし

ては利用申込み数、多くなっているところでござ

います。 

○西の原ゆま委員 今、育休延長希望の方がいると

いうふうにおっしゃっていたんですけれども、こ

の保育入園申込書の中には、育休延長希望という

単純な聞き方ではなくて、希望する保育所等に入

所できない場合は育休延長も許容できますかとい

う表現になっています。育休延長するしかないよ

ねという御家庭がかなりいることも考えられます

が、そこの面に関してはいかがですか。 

○保育・入園課長 育休の取扱いにつきましては、

今年度から表現変わっているところはございます

けれども、実態のところで、例えば内定辞退をさ

れる方で育休延長をしたいからということで内定

辞退される★★けているところでございます。書

類だけではなくて、一つ一つ区民の方の状況を確

認しながらしていきたいと、確認をしていきたい

と考えているところでございます。 
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○西の原ゆま委員 一人一人の御家庭に寄り添って

いきたいということなんですけれども、この内定

辞退をされる方の理由として考えられるのは、仕

事復帰を本当はしたいと、したいけれども子ども

を預けたいが預けられない、親戚などの援助も受

けられない、そういう人たちに対して区はどのよ

うな対応をしているのか教えてください。 

○保育・入園課長 内定辞退されている方で、育休

延長だけではなく様々な要因の方がいらっしゃい

ます。先ほども少し申し上げたんですけれども、

実は幼稚園であったり、認可外の施設を実は第一

志望にしていてというところもございますので、

お一人お一人、それぞれの家庭の状況を確認しな

がら、丁寧な案内に努めていきたいと考えている

ところでございます。 

○西の原ゆま委員 やはりこの育休延長しているか

らといって、やっぱりここでは許容できますかと

いう曖昧な表現になっていることで、もう仕事に

復帰したいけれども、もうこれだったら育休延長

するしかないよねっていうことで希望されている

御家庭もあると思うんですの、ありますので、是

非そこの部分は丁寧に、三次募集も今やっている

ということですけれども、決まっていない御家庭

に是非寄り添っていただきたいと思っています。

要望です。 

  そして、令和７年４月入所の申込みについて、

今回見えてきた保育需要について把握しているこ

と、毎年の傾向ではありますが、１歳児入所は需

要が高いと想定しています。保育需要について把

握していること、教えてください。 

○保育・入園課長 今、西の原委員おっしゃるとお

り、１歳の、から入りたいという方はたくさんい

るところ、それから、０歳からも入れたいという

ところも、引き続き人口も増えているというとこ

ろで、増えてきているというような状況でござい

ます。 

○西の原ゆま委員 １歳児も需要が多くて、０歳児

から入れたいっていう保護者が増えているという

ことですが、保育需要率は９年連続で上昇してい

ると。 

  昨日、文教委員会の中で教育費の負担軽減につ

いて具体案が出されましたが、そこに踏み切った

のは、子育てにはお金が掛かり過ぎるというアン

ケートの声に向き合って、少子化対策をするなら

ばここ１０年間で子育て支援を最大限にしないと

いけない、間に合わないから踏み切ったというよ

うな部長の発言がありました。 

  子育て支援のために踏み出す足立区にとって、

足立★★に住もうと決意した子育て世代が安心し

て希望する保育園に入れるように、第一次不承諾

の解消に向けて、そして年度途中の入所ができる

ようにしていかないといけないと思いますが、ど

うですか。 

○子ども家庭部長 西の原委員のおっしゃるとおり

だと思います。 

  今年度は、我々も、さっきの家庭訪問事業も含

めまして、あと幼稚園、幼稚園の預かり保育の大

幅な拡充も今回させていただきました。 

  保育園だけではなくて幼稚園の方も重要な施設

と考えておりますので、当然、一次不承諾の話も

ありますけれども、全ての保護者★★適切なとこ

ろに入る、希望のところに入りたいような形で

我々も努力していきますので、その方向性でやっ

ていきたいと考えております。 

○西の原ゆま委員 預かり保育で幼稚園もというこ

となんですけれども、０歳児、１歳児、２歳児は

幼稚園にまず入れませんので、保育園に入れるよ

うに、年度途中でも入所できるようにするのは当

たり前のことであります。 

  生まれてくる子どもに合わせて産休、育休が始
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まるので、年度途中で保育園に入れて職場復帰す

るためる、ように、そのための年度途中の入所の

制度です。 

  ４月で入所できない方、５月入所になります。

５月入所と言いますが、そうなったら１か月間保

育は誰が見るのか。子育て支援事業計画の中に親

戚や知人に子どもを見てもらえない保護者が２割

とまとめています。入れないんです。そこの対策

も必要だと思いますが、いかがですか。 

○子ども政策課長 西の原委員おっしゃるとおり、

やはり４月から、要は自分、御自分で見なくては

いけないっていうところは、なくさなくてはいけ

ないというふうに考えております。 

  で、それも、どうしてもそうなってしまった場

合には、我々とできて、できる対策としては一時

保育であるとか、経費が掛かりますが一時保育で

あるとか、あと、子ども・預かり送迎★★事業等、

短期間で、短期間であれば見てもらえるようなほ

かの案とか、預かり先ございますので、その辺も

含めて要は全ての施設で対応していけるようにし

ていきたいというふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 いろいろ一時保育だとか、子ど

も預かりの短期間でやっていくっていうことなん

ですけれども、やはり希望する保育園に入って、

保護者たちが安心して子どもを預けられるように

するためにも、再度、この第一次不承諾の解消に

向けて、そして、４月入所で入れるように、年度

途中でも保育園に入れるようにしていただきたい、

そういった対策が必要だと、この場でも申し上げ

たいと思います。 

○大竹さよこ委員 １点ちょっと確認なんですけれ

ども、保育士の確保のために現在、保育士等住居

借り上げ支援事業行われていると思いますが、こ

の保育士等の「等」の中に含まれる方をちょっと

お聞きしたいのですけれども。 

○私立保育園課長 少々お待ちください。 

○子ども家庭部長 幼稚園教諭も当然、入っていま

すので。 

○大竹さよこ委員 この保育士、保育園で働く栄養

士とか調理師って入っていますか。 

○私立保育園課長 調理師か栄養士については、ち

ょっとすみません、確認してお答えさせていただ

きます。 

○くぼた美幸委員長 今答えられます、それとも別

日程ですかね。 

○子ども家庭部長 確認しますけれども、国の補助

は保育士のみになっているんですね、区でどうい

う対応しているのか、ちょっと今、私立保育園課

長が確認しますのでお待ちいただきたいと思いま

す。 

○私立保育園課長 申し上げます、保育士、看護師、

栄養士が入っております。 

○大竹さよこ委員 ありがとうございます。 

  そうですね、現場の方から調理師が入っていな

いよっていう声があって、これは本当に栄養士も

調理師も同じよう、同じような仕事って言ったら

申し訳ないんですけれども、やはり子どもたちの

ためにやっていらっしゃるという現場、場がある

中で、栄養士はこれがあって調理師がないという

現状がある。この辺りは、区の見解をちょっとお

伺いしたいのですけれども、いかがでしょうか。 

○私立保育園課長 今回、調理師が入っていないと

いうところについては、まずは保育に処遇に関係

する方というところで、直接保育に関係するとこ

ろで、保育士であったり看護師だったり栄養士が

入っているという状況でございます。 

○大竹さよこ委員 今の考え方ですと、栄養士も、

当然、調理師も保育に関係していらっしゃる方で

はないかなと思うんですが、いかがですか。 

○私立保育園課長 そうですね、現在、今、調理師
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の方は入っておりませんので、それについては、

申し訳ございません、検討させていただきたいと

思います。 

○大竹さよこ委員 そうですね、やはり保育園はも

う本当にチームで保育をされているという状況が

あるというふうに聞いております。園長先生を初

め、保育士と栄養士、調理師と、みんなで子ども

たちを健やかに見守り、また育てるという中にお

いて、栄養士はこの借り上げ支援事業、当てはま

るけれども調理師は当てはまらないという今、現

状があるということなので、そのあたり区の方で

も是非検討していただければと思います。これは

要望です。 

○くぼた美幸委員長 他に。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○くぼた美幸委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、次に、各会派の意見をお願いします。 

○大竹さよこ委員 継続でお願いします。 

○長沢興祐委員 継続です。 

○西の原ゆま委員 年度途中の入所希望に応えられ

るようにしていかないといけません。やむを得ず

認可外に預けたり、育休を延長している親も少な

くありませんと陳情にも書いてあります。第一次

不承諾の解消、年度途中に入れるようにするため

にも、採択でお願いします 

○へんみ圭二委員 継続です。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○長谷川たかこ委員 採択でお願いします。 

○くぼた美幸委員長 それでは、これより採決いた

します。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○くぼた美幸委員長 挙手多数であります。よって、

継続審査と決定いたしました。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

認めます。 

［執行機関一部退席］ 

 

           ◇           

 

○くぼた美幸委員長 次に、報告事項を議題といた

します。 

  ①②をあだち未来支援室長より、④を子ども家

庭部長より、それぞれ報告を願います。 

○あだち未来支援室長 それでは、政策経営部の資

料をお開き願います。 

  まず２ページです。 

  令和６年度若年者支援協議会代表者会議の実施

結果についてでございます。 

  こちらの会議ですが、中退予防の防止の強化で

すとか、中退後の支援というところを主に議論す

る会議ではあるんですけれども、近年はそこに限

らず幅広く若者支援ということを議論しているの

が現状でございます。 

  項番１に、今回の概要を書かせていただいてい

ます。記載のとおりの出席の団体に御出席いただ

きました。 

  項番２でございます。１，２，３とありますが

３番の意見交換が主なものでございまして、こち

ら、二つのテーマについて、今回は意見交換をさ

せていただきました。主に職業、職業体験のこと

ですとか、あと、居場所づくりというようなとこ

ろを今回は議論しております。こちらは昨年行い

ましたアダチ若者会議の中で、若者から多く希望

を寄せられたテーマでございますので、今回を★

★いただきました。 

  ３ページのところに、このテーマについての出

席者からの主な意見を記載させていただいており

ます。 
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  まず★★の職業体験やりたいことを見付けるき

っかけの方でございますが、体験と同時に関係、

若い方々がいろいろな方と十分に話合いながら適

性を見付ける仕組みというのが大事ではないかと

いうふうなことですとか、あとなるべく早い段階

から仕事にするということについて考えていただ

いて、生徒自ら仕事をする場所を決めて体験して

もらうというようなことが大事ではないかという

ふうな御意見をいただいております。 

  また、（２）居場所についてでございますが、

居場所についてはイにあるように、既存の施設を

十分に活用していくことっていうのが大事なので

はないかというような御意見をいただいておりま

して、近隣２３区内でも先行事例があるので、そ

ういったところを研究してみたらどうかというよ

うな御意見をいただいたところでございます。 

  今後の方針でございますが、代表者会議からい

ただいた意見を基に、今後新たな支援策というの

を引き続き検討させていただきたいというふうに

思っております。 

  続きまして４ページ、５ページになります。 

  来年度から始めさせていただきたいと考えてお

ります高校生応援支援金の実施案についてでござ

います。 

  こちらにつきましては、令和５年度に一度実施

させていただきましたが、あまり申請の伸びなか

ったというところの反省を踏まえて、今年度は一

旦お休みをして、来年度からまた復活していきた

いというようなつくりで考えているところでござ

います。 

  項番２のところに、前回と令和５年度のときと

の違いを表にまとめさせていただきました。 

  また、対象となる親の所得の要件ですとか、あ

と支給先、前回は保護者の方にお渡しするという

ようなことのみだったんですけれども、今回は保

護者プラス御本人の口座があれば、その高校生の

口座にも振り込むことができるというような形に

させていただいております。 

  また、使い道、使途としての対象経費につきま

しては、前回はこの①から③の、主に学校関連の

ものが多かったんですけれども、そういったもの

に加えまして、これも、アダチ若者会議で多くい

ただきましたオープンキャンパスに行くときの交

通費ですとか、またパソコンの購入費などにも充

てられるというような形にさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

  ５ページの３になります。 

  募集期間は年度明けから始めさせていただきた

いというふうに思っております。 

  今後の方針ところにございます、こちらまだ予

算の可決をいただいていないというところではご

ざいますが、今の中学校３年生、今度、４月から

高校生になる方々にも、こういった制度があると

いうことの周知をさせていただきたいと思ってお

りますので、この★★委員会が終わりました後、

各中学校の方に周知のチラシも置かせていただき

たいというふうに考えているところでございます。 

  私からは以上でございます。 

○子ども家庭部長 それでは、教育委員会の報告資

料の２ページの方をお開きください。 

  第３期足立区子ども・子育て支援事業計画を策

定いたしましたので報告させていただきます。 

  計画の概要については、項番１の記載のとおり

でございます。今回のポイントにつきましては、

ライフステージ間のつなぎの強化というような形

を取らせていただきまして、新たに項番２の（３）

のところですけれども、今回報告させていただき

ました子育て訪問事業とか、子育て支援アプリを

使った支援というのを今回追加させていただいて

おります。 
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  また、資料にないところで、詳細はこちらの計

画の方には記載がありますけれども、就学前施設

の建て替えというような形で、新たに事業名を立

てさせていただいている箇所もございます。 

  保育園の建て替えこれから進めていきたいとい

うふうに我々考えておりますので、公立保育園で

すね、公立保育園の建て替えを進めていきますの

で、新しい取組を含めながら第３期の計画を進め

ていきたいというふうに考えております。 

  私からは以上です。 

○くぼた美幸委員長 それでは、何か質疑はありま

すか。 

○石毛かずあき委員 私の方から、若者支援につい

てです。代表者会議について何点か確認させてい

ただきたいと思うんですけれども。 

  非常にこのアダチ若者会議又は代表者会議とい

うのは、今後、足立区の、それこそ１０年後、２

０年後、足立区がどのように変わっていくかって

いうふうな、本当に大事になってくる、核になる

と思っていますので、非常に期待している事業で

ありますが、今回の内容の中に、テーマは二つあ

るとおっしゃっていましたね。 

  一つ目の案にありますが、職業体験と同時に、

生徒、保護者、関係者と十分に話し合うこととい

うふうにあるんですけれども、企業、職種につい

て知る機会とか、またそのやりたいことの発見で

きる仕組みについて、具体的にそれを会議で何か

話し合われたことがあったら教えてください。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 今回、この

二つのテーマを議論させていただく前に、うちの

方で考えている令和７年度に若者会議を実施させ

ていただいたことを前提とした事業の展開という

ことについて、案としてこういった事業はどうか

という形で会議の中で示させていただいておりま

す。 

  その例えば中に、今回、予算の中に載せさせて

いただいている夢発見プロジェクトといったよう

な事業についても少し触れさせていただいている

中で、子どもたちがその事業の中で自分でやりた

いことを見付けて仕事観ですとか、あと人との関

わりとかそういったところを学んでいけるような

もの、それからそれをちょっとどういった形で関

係者の方にフィードバックさせていただくかとい

ったようなところは議論として出てきております。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  是非その仕組みについて様々な御意見等を集約

していただいて、具体的に何か出てくるといいな

というふうに思いますので、またその点について

は、その後の自らの適性を発見できるようなそう

した仕組みづくりについても、同様でお取組いた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  また、イの方には、生徒自らが仕事をする場所

を決めて体験してもらうというふうに書いてある

のですけれども、なかなかこれハードルが高いの

かなというふうにも思いますし、逆に今度、ウに

は企業にいきなり職場体験に行くよりも、まずは

世の中にどういった仕事のジャンルの業種がある

のか知ってもらった方がいいんじゃないかってい

う、様々御意見が分かれているというふうに思い

ますので、その点、結構難しいテーマなんだなと

いうふうには理解をいたします。 

  そこで、区としてなんですけれども、まず見解

を伺いたいんですが、この中途退学予防の強化と、

また中途退学後の支援については、当然これ支援

策がそれぞれ違いがあるんではないかなというふ

うに考えるんですね。 

  例えば在学中であれば、学力の向上とか、また

学校教育の中で育まれてくる人間性の内面とか健

康とか体力とかそういったのもそうですけれども、
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そもそも若者の勤労観とか職業観についての感覚

っていうのが当然未熟であると思うんですね。 

  その中で、今後どのような形でその辺をクリア

していくのかっていうんですかね、どのような方

向性を区として目指していくのか、見解をお聞き

します。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 石毛委員、

御意見いただいた、まず中退予防ですとか、中退

後の支援という切り口においては、今こちらの方

で実施させていただいている高校生の居場所型支

援事業ですとか、あとあだち若者サポートテラス

（ＳＯＤＡ）を使って、例えば、伴走型の支援で

すとか学習支援によって学校に戻ったりとか、中

退してもその後仕事につなげられるような支援と

いうことにつなげていくんですけれども、その中

にもＮＰＯ団体ですとか、あとボランティア団体

の協力を得て、すぐには仕事に就けないけれども、

そういったボランティア活動を通して仕事観を付

けていったりとかっていうような支援をするのと

同時に、今先ほど若者の夢発見プロジェクトって

いう形で令和７年度にちょっと企画させていただ

いているものなんですけれども、予算をお認めい

ただいた後には、そういったところで、民間企業

を御協力をいただいたりとか、そういったロール

モデルをその中に活用することで、仕事観ですと

か、働くことの意義とかっていったところを深め

ていっていただけるような仕組みづくりを考えて

いるところでございます。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  先ほどおっしゃっていたロールモデルっていう

のは非常に大事になってきていてて、当然この職

場体験を通して社会の関わり方、また社会人とし

ての心構えとか、そういった基礎的な部分、そう

いったところを培っていっていただきたいと思い

ますので、これからもよろしくお願いいたします。 

  そのテーマ２についてなんですけれども、一般

的に若者の居場所というふうに捉えますと、好き

なときに好きなことができて、また、自由に過ご

せる場所で、また仲間とつながることができる場

所で、また困ったときには、近くにいる人に相談

ができるところ、そういうようなところが居場所

というような感覚になっていると思うんですね。 

  やはり一番大事になってくるのはこの若者の人

たち自身が自分が受入れられているんだっていう

そうした安心感というんですかね、必要にされて

いるっていう部分ですかね、そういうようなもの

が必要とされる場所が自分たちの居場所だという

ふうに求められているような感覚と受けるんです。

ですので、その点について区としての、まず見解

をお伺いします。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 まず居場所

につきましては、石毛委員おっしゃるように、そ

の子たちがそこを居場所として感じられて、自分

たちがそこにいていいんだと認められているよう

な感じになれるかどうかっていうのは非常に重要

なことかなというふうに考えております。 

  それは、予算特別委員会の中でも区長からもあ

りましたとおり、それは、一つのこういった決ま

った建物がそこの居場所になるんだっていうわけ

ではなくて、例えばこちらから、もうこういった

使い方、用途、決まったものを提供していくんじ

ゃなくて、若者にどういったものがいいかという

のを意見を聞きながら組み立てていくことが必要

となるとは思うんですけれども、その中に例えば

先ほど若者会議で出たような意見も踏まえて、多

世代の交流といったところも意見として出ている

ところもありますので、足立区も大学生かなり増

えてきたところもあるので、例えば斜め上の関係

ということでそういった居場所に大学生を配置し

たりとか、そういったような仕組みづくりをする
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ことで、例えば図書館ですとか、地域学習センタ

ーなども居場所として十分なり得るのかなという

ふうに考えているところでございます。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  そうした自分たちの意識があってね、そういっ

た関わりを求めるという方と、あとはやはり、こ

ういう言い方大変失礼なんですが、流されている

まま、どうしていいか分からないという若者もい

ますから、そういった若者に対する、その子にも

焦点を当てるような形で、この会議の中でも話合

いを持っていただけたらなというふうに思います

ので、よろしくお願いいたします。 

  最後に、若者の居場所を見付けることができる

っていうのは、やはり若者自身ですから、若者の

視点に立った居場所づくりに取り組む必要がある

と思いますので、その点の今の現状と今後の何か

動きというか、見解があったらお伺いいたします。 

○あだち未来支援室長 若者、やっぱり基本は、今、

子どもの貧困対策・若年者支援課長も再三答弁し

ましたように、当事者のお話を伺うということが

基本になってくるのかなというふうに思います。

やっぱり私どもの方で、これが居場所だろうとか、

ああいうのを先回りして用意し過ぎると恐らく敬

遠されるんだろうなというふうに思います。 

  もちろん、一定程度私たちもいいと思ってつく

らなきゃいけないのはもちろんなんですけれども、

基本はやっぱり先方の方にあるというふうに思い

ますので、意見を伺って、どういった形がいいの

か、この間私いろいろと近隣の居場所みたいなと

ころは見ているんですけれども、意外にシンプル

だなあというふうにも思います。 

  あまり手の込んだ、もちろん楽器が演奏できる

とかいろいろあったりはするんですけれども、そ

れよりも、本当に机と椅子があってそこでみんな

でいられるっていうようなところが、受けている

というような印象を私は持っていますので、そう

いった形が区の中であちこちにそろえられればい

いなというふうには思っております。 

○太田せいいち委員 私の方からは、今回復活する

高校生応援支援金について質問させていただきた

いというふうに思います。 

  若者の夢を後押しする足立区として本制度の復

活を大変歓迎するところですが、今回、今まで行

っていた令和５年度の制度設計と、ある意味拡充

して実証していただくわけですが、この辺の拡充

した経緯についてまずは確認をさせていただけれ

ばと思います。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 令和５年度

に、当初実施させていただいたときには、所得要

件も少し厳し目にさせていただいたところと、あ

とある程度使用用途を限定したこと、それからあ

と、お金を支払う先を保護者のみっていう形にさ

せていただいたことと、あと、少しその情報の発

信というところも課題として、出てきた結果、利

用が伸び悩んだっていうところになったかという

ふうに認識しております。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  そんな中で特に年収目安を３００万円から５０

０万円に引上げていただいているかと思います。

この５００万円というのは、どういった考えに基

づいて設定されたのかその辺をお伺いできればと

思います。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 ★★の実施

している子どもの学習費調査というものがありま

して、その中で、いわゆるその学校外に充てる活

動費にどのぐらいのお金を使っているかっていう

ような統計があるんですけれども、その中で、い

わゆる５００万円程度の年収の方と、それ以前の、

それよりも少ない年収の方とで学校外に掛ける費

用が逆転しているっていうような状況になってお



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １７  

 

ります。 

  どんな、何でかというと、いわゆる国の支援で

すとか東京都の支援がいわゆる比較的困難な世帯

に対して手厚く支援が拡充されてきたといったと

ころが現状としてありまして、一方で、ある程度

の年収があると、そこの支援が途端になくなって

しまうので、結果、そういった課外学習に充てる

ような費用がちょっと逆転してしまっているとい

うような状況があります。 

  なので、そこの逆転現象のところが問題となっ

ているので、そこの部分に少しフォーカスさせて

いただこうということで、今回５００万円という

ところまで引き上げるっていう形で設定させてい

ただいております。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  今こうやってお話を聞くと、この５００万円と

いうのに根拠があるんだなということが分かって

くるんですけれども、区民の方からすると、国全

体でも高校の授業料の無償化等、ここに線引きが

ない中で、様々高校生まで、いわゆる学力に係る、

学習に掛かる費用を無償化していこうという動き

の中で、なかなか分かりづらいところがあるかな

と思います。 

  今回は復活初年度ですので、状況を見てという

ことになるかもしれないんですけれども、将来的

に是非この辺も区民の方のニーズを踏まえながら、

この辺の所得制限を設けるべきかどうか区内でも

議論していただきたいなというふうに思うんです

が、その辺考え方いかがでしょうか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 この事業を

始めるに当たって高校生の対象者、例えば制限を

外して全員に配ろうかという考え方も当然あると

は思います。 

  そうすると、対象者もかなり多くなって、予算

額も莫大な金額になってくるので、では、どうい

うところにそういう予算を使うと、最大の効果が

得られるか、区民の方のニーズを充当できるかと

いったところを考えたときに、我々も今★★子ど

もの貧困対策実施計画の後の子ども計画って今審

議会の中で議論させていただいているんですけれ

ども、ちょうど石毛委員が予算特別委員会の中で

エクイティーの話されていたと思うんですが、ち

ょうどその話が審議会の中でも出ておりまして、

その考え方って、足立区がずっと子どもの貧困対

策実施計画を過去からやってきた経緯も考え方の

根本でもありますので、より困難な層により手厚

い支援をといったような考え方は、重要な、行政

の支援として重要な考え方かなというふうに思い

ますので、ちょっと撤廃するっていう考え方はち

ょっと今のところ考えておりませんけれども、ニ

ーズはいろいろと聞きながら、改善の余地があれ

ば都度改善はしていきたいなというふうに考えて

おります。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  しっかりその辺のニーズを踏まえていただいて、

この５００万円というのを線引きが、今後継続し

ていくべきなのかどうなのか妥当なのかという検

証を、しっかり進めていただくことを進めていた

だければなというふうに思います。 

  もう一つ、この金額の方なんですけれども、５

万円ということで考えていただいていると。これ

は前回もそうだったというふうに思うんですけれ

ども、まずこの５万円の基準、根拠について教え

ていただければと思います。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 こちらは先

ほどちょっと申し上げた★★の学習費調査の中で、

いわゆる困難世帯とそうじゃない世帯の間で、課

外学習費に充てる費用に大体５万円ぐらいの差が

あるといったところを基準に事業の方最初組立て

させていただいたっていうのが１点と、あと東京
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都の方で給付型奨学金事業というのが同じように

やっていて、その金額も参考にさせていただきな

がら、金額の方は設定させていただいているとこ

ろでございます。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  私もいわゆる中学生、高校生の部活動でどれぐ

らいの費用が掛かっているのかっていうのを調べ

てみたんですけれども、大体運動部で６万円から

１０万円ぐらい年間掛かるということですので、

５万円が相当の費用をカバーできるんだなという

のは理解はしております。 

  その上で一つちょっとお伺いしたいのは、必ず

しもこのスポーツとかもしくは文化芸術の面で、

夢を追い掛けている若者たちにとって部活動以外

の活動する可能性もあるかなというふうに思って

います。 

  例えばサッカーですと、クラブチームに入って

とかっていうことも考えられると思うんですけれ

ども、そもそもまずこの応援支援金、そういった

クラブチームの活動の費用に使えるのかどうなの

か、制度の対象を教えてください。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 子どもの夢

を追うために、それを応援する応援支援金ですの

で、先ほど太田委員がおっしゃっていたようなク

ラブチームに入って頑張りたいっていうような形

であれば、そういった費用についても認めていき

たいなというふうに考えております。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。是非

そうしていただきたいというふうに思います。 

  一方で、例えばサッカークラブですと、クラブ

チームに入った場合はやっぱり部活動の比にはな

らない金額規模になってくるようなんです。調べ

たところ、１６万円から４０万円とかっていう金

額が掛かるという話もあります。この辺は５万円

という金額では足りないという声もどうしても出

てくる可能性があるかなというふうに思いますの

で、今後しっかりニーズをつかみながら、この辺

の点も将来的には考えていただきたいなというふ

うに思います。 

  それから、さっき運動部の話したんですけれど

も、一方で文科系の部活動についてもちょっと調

べたところ、これ非常に幅が広くて、年間０円の

ところから数十万円って、もう数十万って言い方

もかなり幅あるんですけれども、恐らく吹奏楽部

とか、必要な器具が、用具が高額になるような部

活動はどうしてもお金が掛かってくるという現状

があるのかなあというふうに思っています。 

  それでまず現状なんですけれども、区の中学校

とかで、どの程度個人負担しているのがあるかっ

ていうのは分から。統計見ると５０％ぐらい個人

負担しているっていう数字は見たんですけれども、

その辺はちょっと現状、もし把握していれば教え

てください。 

○あだち未来支援室長 すみません、ちょっとその

額は分かりません。申し訳ございません。 

○太田せいいち委員 すみません、ちょっと無理を

言いました。 

  その上で、例えば区立中学とかですと、部活動

に対して必要な楽器とかを区として支援するって

いう★★も可能かなと思いながらちょっとそうい

った質問させていただきました。 

  一方で都立高校になると、今度また区が直接支

援するのが、もしかしたら難しいところっていう

こともあるので、例えば都立高校の吹奏楽部とか

そういうところについては区に団体申請していた

だいて、その団体単位で支援するとかっていう枠

組みができないかなというふうに思ったんですけ

れども、そういったところについて、まず、御意

見をお伺いしたいなと思うんですがいかがでしょ

うか。 
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○あだち未来支援室長 正直なところは発想が、そ

こまでの発想はなかったというのは正直なところ

です。 

  今回、私どものこの高校生への支援金は個々の

高校生にお渡ししていくというような話になりま

す。で、その子たちがどう考えるかっていうこと

にもなるとは思うんですけれども、その一人一人

に一応５万円の、権利って言い方は変ですけれど

も、が行くわけなので、例えば同じ部活の子たち

で何か１０万円の物を買おうっていうとき、１０

万円するものであれば、その２人の５万円、５万

円を合算していただいて購入するって形も有りだ

と思います。当然、２人で買いましたってことの

御報告をいただくことにはなりますが、そういう、

これ、議論あると思うんです。 

  幾らあっても多分足りないよねって話は絶対出

てくるんですけれども、じゃ、どうやったらその

枠の中で最大限の効果が得られるのかっていうの

を考えていただきたいっていうこともやっぱり一

方でこれ狙いとしてあるんですね。どうやっても

高校生のお金では買えないものって１人ではある

ので、そういったところをみんなで協力をすると

か考えるというところのちょっと知恵というのも

皆さんでちょっと考えていただきたいところも裏

の狙いとしてあるので、この形で今は行かせてい

ただきたいと思っています。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  ちょっと将来も見据えてちょっと無理な形の質

問もさせていただきましたが、私が相談を受けて

いる中で、生活保護世帯の方でしたけれども、や

はりどうしても経済的な理由で部活動の選択肢が

そもそも狭められているっていう相談も受けてい

ましたので、何とか夢を後押しする、足立区とし

ていろいろな形が組めないかなと思って質問させ

ていただきました。 

  例えば、給付型奨学金、進めていますけれども、

中間所得世帯の方が医学部を目指そうとすれば、

この制度を使って目指せるようになった。このよ

うな考え方が、例えばスポーツとか、文化の方を、

将来そちらで頑張っていきたいっていう若者も支

援する枠組み、この枠組みとは別かもしれないん

ですけれども、将来的にはそういった枠組み設計

を是非目指して今後一緒に考えていまいりたいな

というふうに思いますので、その点だけ要望させ

ていただいて終わります。 

○あだち未来支援室長 御提案ありがとうございま

す。 

  太田委員おっしゃったとおり、もともとこの制

度のスタートのきっかけって部活動を、なかなか

お金掛かっちゃうんだよねっていうところが、実

は原点でもあったりはします。 

  この枠組みの中で全てパーフェクトにすること

は、太田委員おっしゃるとおり難しいので、その

ほかのものも含めて、どういった御支援が今後で

きるのかというのは、引き続き私どもも検討して

★★きます。 

○西の原ゆま委員 私の方からもまず若年者支援協

議会の代表者会議の実施について聞きたいと思い

ます。 

  先ほどの意見でもあったんですけれども、この

主な意見のイのところで、早い段階から仕事をす

るということを考えてもらいっていうところなん

ですけれども、これは学校関係者の声なのかなと

想像します。 

  早い段階から仕事をするということを考えても

らい、生徒自ら仕事をする場所を決めて体験して

もらうことが大事とありますが、しかし、高校生

というのでは子どもでもなければ大人でもない、

このモラトリアムという成長する大事な時期なの

で、やりたいことを見付ける、自分が向いている
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と思うことどんなのかはっきりしてくるまで、時

間がすごく掛かると思いますので、自分が社会に

出てどんなことに貢献できるのか、どんな職に就

いてみたいのかと、自分と向き合う時間も大事だ

と思いました。その点に関してはいかがですか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 西の原委員

おっしゃるとおりで、中高生のときに、自分の将

来にどんなことをしたいのか、どういうふうに社

会に関わりたいのかといったことを学んでいくと

いったところは、非常に重要なことだと考えてお

りますので、そういったところは、区としても支

援していけるように、いろいろと検討はしていき

たいなというふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 是非仕事を早くしなければいけ

ないんだよっていう一つのくくりで見るんではな

くて、どういうふうに一人一人を、社会に貢献で

きるのか、どういう職に就いてみたいのか、自分

と向き合う時間を大切にしてほしい、そういう考

え方も大事だなというふうに指摘しておきたいと

思います。 

  次に居場所についてなんですけれども、図書館

や地域学習センターで利活用していくこと可能と

あります。これをどういう居場所にしていくのか、

方向性や運用の仕方、今回、予算特別委員会など

でも、いろいろ議論されました。決まっているこ

と、考えていること、教えてください。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 まず、決ま

っていることっていうのは今の段階ではないんで

すけれども、少なくとも、こちらからこういうル

ールで使ってくださいって言ったように細かく決

まっている空間だと、恐らく若者は自由に使える

ことはできないだろうなっていうところは、ある

程度その近隣の事例ですとか、今までの若者から

の御意見もいただいた上で分かっている、分かっ

てきたところなので、そういったところが運用と

してカバーできるようなところがどういうところ

なのかといったところはこれからまた来年度も若

者会議においていろいろと意見は聞いていきたい

と思いますので、そういったところと、あとまた

近隣の事例なども研究させていただきながら進め

ていければいいかなというふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 本当に自由に使えることが重要

だと思います。 

  今ある公共施設のスペースを生かして、区役所

にもスペースがあります。机と椅子を置いていく、

そういう場所を増やしていくのはどうですか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 今も予算特

別委員会の中で、例えばまなびピアの中に、そう

いったスペースが今運用されていて実際に中高生

が使ってにぎわっているといったような話も出て

おりますので、そういったところがほかの施設の

中で展開できるかといったところについては各所

管ともいろいろ相談しながら検討していきたいな

というふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 高校生応援支援金についてなん

ですけれどもこれ、高校世代が対象、高校生と書

いてあるんですが、今でも議論になってきた高校

生の中途退学をされた人たちは対象ではないんで

すか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 高校生世代

というところで書かせていただいているとおりで

ございまして、西の原委員おっしゃるとおり、中

退仮にされたとしても、夢を追っていくって言っ

たようなことがあれば利用可能です。 

○西の原ゆま委員 是非就職とか準備して頑張って

いる１０代もいますので、この高校世代って言っ

たところに、そういった中途退学をされた人たち

が入っているということを聞いて安心しました。 

  この支援金というのは、使った費用に後払いで

はなくて先に区から５万円支給される制度だと聞
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きました。高校生本人に支給することもできるよ

うになったと、親の口座に入っていても自分から

お金のことを言いづらい、若者会議で出された意

見も参考になったと、そういうふうに若者の意見

を聞いて変えたと聞きました。 

  当事者の声から出された意見、区が反映させて

いく大事な過程だと感じています。このよい制度

に磨き上げていく、高校生を応援するためにも、

区も一緒になって、こういって考えていく姿勢が

見えていいなとすごく思いました。これからも若

者会議で出された意見を反映して、実態の把握、

意見をくみ上げていく、区の役割を発揮していた

だきたいですがどうですか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 引き続き、

高校生応援支援金につきましても、これも令和６

年度の若者会議で改善点等を伺ってこういった形

に仕上げているので、また令和７年度スタートさ

せていただいて課題とかも出てくると思うので、

そこについてはよりよい制度にできるように、ま

た意見を聞きながら検討していきたいなというふ

うに考えております。 

○あだち未来支援室長 １点だけ、補足というか意

見であれなんですけれども、当然こういうある種、

少し緩やかな制度にしたということにはあるんで

すけれども、ただそれだけだと、原資が税金であ

りますので、納税していただける方の御理解がま

ずそこで得られるのかという問題は当然あると思

います。 

  なので、今回これ募集をかける、ホームページ

でもかけるんですけれども、これ仮に、変な話、

不正な利用があったということであれば、この制

度自体が続けられなくなってしまうので、お使い

になる高校生の方々にはあなた方の良心に懸かっ

ている部分がありますというところは明記をさせ

ていただきました。 

  なので、その部分も区からのメッセージとして

捉えていただきたいというふうには思っています。 

○西の原ゆま委員 次に移ります。 

  子ども・子育て支援事業計画のところの子育て

サロンについて質問させてください。 

  ８５ページの子育てサロンについて質問します。 

  ここではプレママ、プレパパ利用の促進も図る

とありますが、１歳児から保育園入所の予定のお

子さんが保育園にスムーズに入れるように今、パ

パ、ママ、そうでないとすぐ泣いてしまう子ども

も多いので、子育てサロンに行って専門スタッフ

との関わり、来ているファミリーとお友達になる、

プレ保育園のような形で、できる限り多く利用し

ているというママがいました。 

  子育てサロンの需要がかなりあるなと実感して

います、いかがですか。 

○子ども政策課長 西の原委員おっしゃるとおり、

子育てサロン、保育園等入る前の大事な居場所で

あるというふうに我々も考えておるところです。 

○西の原ゆま委員 ここで８９ページのところなん

ですけれども、子育てサロン関原が梅田八丁目複

合施設内に移転する移転予定と書いてあります。 

  今、子育てサロン関原はすごく人気で、平日で

もファミリーが６組から７組来ていると話してい

ました。とても親しまれていて、子育て世代にと

って大事な子育てサロンをなくしてしまうのは困

る人たちがたくさんいると思うと、サロンを利用

しているパパが言っていました。 

  移転して、関原の地域の人たちが梅田八丁目に

行くのは、学校区も違いますので遠いと思います。

残してほしいですがどうですか。 

○子ども政策課長 一応予定としては令和１０年度

という話になっております。 

  今、西の原委員から御意見いただきましたので、

その点についてはちょっと所管の方にお伝えをさ
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せていただきたいと思います。 

○西の原ゆま委員 子育てしやすいわけとしている

のであれば、是非子育てサロン関原を行っていた

だいて利用されているママ、パパの声を聞く、現

状把握、専門スタッフたちの忙しさを是非見てほ

しいと思います。それを見て決めるのはいかがで

すか。 

○子ども政策課長 今の御意見も含めて、所管の方

に伝えさせていただきます。 

○横田ゆう委員 私の方からも、子ども・子育て支

援計画の学童について質問します。 

  これで言うと令和５年の待機児が４.７％で、

令和１１年は０％にするという目標で、今年度は

大急ぎで開設に向けた取組をした１年だったと思

いますけれども、予算特別委員会の中では今年度

の申請者は６，１２０人で、昨年の５，９１１人

より２０９人増えたということ。そして、今年度、

民設学童は４か所で、校内学童が５か所増えて３

６０人の受皿ができたと聞いていますが、新年度

の待機者は減る予定なんでしょうか。 

○学童保育課長 学童の利用申請につきましては、

今後数年はまだ伸びる見込みというふうに考えて

おります。その事情に耐えうるように、また整備

の方は逐次進めていきたいと考えております。 

○子ども家庭部長 子どもが減らないかという御質

問があって、減る予定でございます。 

○横田ゆう委員 是非目標を目指してやっていただ

きたいと思うんですが、地域によって待機児童数

はかなり差があると思いますが、どの地域の待機

児童が多いのでしょうか。 

○学童保育課長 今最近のところで申し上げますと、

千住地域及び綾瀬地域及び梅島地域の需要が急速

に高まっております。 

○横田ゆう委員 今回の本会議質問で保育室の整備

について求めましたが、学校内学童の整備ですと

か、区が確保した物件を民間事業者に提示するな

ど、量と量の確保に取り組んでいくという答弁が

ありました。様々な工夫をして待機児ゼロを目指

してほしいと思っています。 

  そしてもう一つ、保護者の中には保育時間の延

長を希望されている方が多くいます。特に新１年

生の保護者は、これまで６時半の保育園のお迎え

だったのに、４月１日からはもう６時になってし

まうということで、会社が配慮してくれる場合は

いいですけれども、６時で閉められたら本当に心

配だという声があります。 

  特別延長保育を是非、今後進めていただきたい

というふうに思いますけれども、前回の本会議の

答弁では、勤務条件の整備ですとか、人員確保の

支援を行いながら、引き続き特別延長保育の拡大

に向けて取り組んでまいりますと答弁がありまし

た。具体的に言うと、どのような取組をするので

しょうか。 

○学童保育課長 今回の新設で整備しました民設学

童につきましては全て特別延長保育を実施する予

定になってございます。 

  今一番問題になっているのが住区センター学童

におきまして、なかなかその職員の勤務体系等で、

特別延長保育の対応が難しいという話をいただい

てございますので、そういった体制の見直しであ

るとかあるいは人員の確保によりまして、何とか

住区★★学童におきましても特別延長保育を拡大

できるように、今後も努めてまいりたいと考えて

おります。 

○横田ゆう委員 やはり住区★★学童ですとか、そ

ういうところでは勤務の延長ですとか、更に職員

を確保しなければいけないという問題もあると思

いますけれども、今働いている従事者の中でも、

やはり善意でもって、子どもがそういうふうに望

んでいるということであれば、３０分、１時間長
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く働いてくださる方もいるのではないでしょうか。 

○学童保育課長 今の横田委員おっしゃいましたよ

うに、中にはそういったお声も頂戴しているとこ

ろでございます。 

  ただ毎日毎週ということでローテーションもご

ざいまして、同じ方がずっと同じような遅い時間

まで勤務することもできないので、住区センター

全体の中でそういった調整ができないか今検討し

ているところでございます。 

○横田ゆう委員 是非、この延長の問題は数多くの

方から希望が出ていますので、実際に、その従事

者に勤務延長できるのかと聞いてみたりとか、ア

ンケート取るとか、そういうことで、是非早急に

進めるべきと思いますが、取り組んでいただけま

すでしょうか。 

○学童保育課長 実は今年度も部長とともに住区セ

ンターの方はいろいろ回りまして、そういったお

願いをしてきたところでございまして、またそこ

については粘り強く交渉していきたいと考えてお

ります。 

○横田ゆう委員 是非よろしくお願いいたします。 

  それから発達支援児の対応について、予算特別

委員会でも質疑をしました。できるだけ丁寧な対

応ができるように職員配置をするということで、

お話ありましたけれども、実際には具体的にはど

のような配置を考えているのでしょうか。 

○子ども政策課長 基本的に今、発達支援児の対応

につきましては、月額の会計年度任用職員を加配

という形で区立保育園については配置をさせてい

ただいております。 

  通常４歳、５歳はお一人で、後は園と状況を聞

きながらという形で昨年度までやっていましたが、

今年度からは現場の声を聞いて、発達支援児多く

なっているっていうのは確かですので、各クラス

５名以上に発達に課題のある子がなった場合は、

優先的に会計年度の職員を就けるような形で配置

を行っておきます。 

○横田ゆう委員 そうすると、１人でも発達支援児

がいる場合は、月額の会計年度職員が配置される

ということになりますか。 

○子ども政策課長 横田委員おっしゃるとおりでご

ざいます。 

○横田ゆう委員 分かりました。 

  そして、もし支援児が３人いたらどうなります

か。 

○子ども政策課長 原則は１名になります。 

○横田ゆう委員 ５人いたら、どのように。 

○子ども政策課長 今年度、５名以上になりました

ら、ちょっとさすがに１名では難しいかなという

ところなので優先的に、いろいろな事情で会計年

度任用職員加配しますが、優先的に加配をするよ

うにいたしました。 

○横田ゆう委員 ５人になると、月額の会計年度任

用職員１人と、会計年度任用職員が１人と、２人

ということになりますか。 

○子ども政策課長 月額の会計年度任用職員が２名

という形になります。 

○横田ゆう委員 月額が２名になるということです

か。 

○子ども政策課長 横田委員おっしゃるとおりでご

ざいます。 

○横田ゆう委員 そうすると、３人の場合月額が１

人と、それから１人になってしまうと。ですから、

ここに会計年度任用職員も、もう１人就けていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 例えば、例えばですけれども、

そのクラスに３名いた場合、今先ほど申し上げた

とおり原則は１名です。 

  ただ、いろいろな課題、発達に課題の、お子さ

んによって違いますので、そうするとクラスの状
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況も変わって★★ます。そこは都度、園長と話を

しながら、必要であれば、この場合は、ちょっと

細かくて恐縮なんですけれども、月額ではなくて

時給の会計年度任用職員の保育士、保育補助の方

もいますので、その方を加配するようにしており

ます。 

○横田ゆう委員 そうすると、月額が１人と会計年

度任用職員が場合によっては就くという意味でい

いでしょうか。 

○子ども政策課長 横田委員の、場合によってはの、

会計年度はそうですね、時給の会計年度任用職員

が就く場合があるという形になります。 

○横田ゆう委員 是非、現場の様子も見ながら、き

ちんと対応をしていただきたいというふうに思い

ます。希望で、要望です。 

○川村みこと委員 他の委員からも質問出ておりま

した高校生応援支援金について、引き続き確認さ

せていただきたいと思います。 

  令和５年度のリベンジということで、今回もし

っかり給付の対象になった方にアンケートを取っ

たりですとか、分析をしていって、令和８年度以

降に生かしていく必要があるというふうに思って

おりまして、５万円という大きい金額ですから、

受け取るからには、もうアンケートの回答は必須

要件にするとか、そういった対応も必要だと思い

ますけれども、終わった後のアンケートの実施で

すとか内容ですとか、スキームについて、現時点

での想定を教えていただければと思います。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 川村委員お

っしゃるように、利用した後の感想ですとか、課

題等も含めて利用者から意見をいただくというこ

とは非常に重要な考え方かなというふうに考えて

おりますので、このスキームの中では、最後の精

算をいただくときに、今回はオンライン申請シス

テムによって精算の申請をしていただこうかなと

いうふうに考えているんですけれども、その中で、

感想ですとかアンケートは、必須項目として回答

いただくような仕組みづくりを検討しているとこ

ろでございます。 

○川村みこと委員 分かりました。精算自体が来な

いという方以外は、アンケートに必ず答えていた

だけるんだろうということだと思いますので、そ

この点については安心をいたしました。 

  先ほど太田委員からも出ておりましたけれども、

私もこの内容から見ますと、やはり今後は所得制

限の撤廃を考えていかなければならないんじゃな

いかなというふうに思っております。 

  やはり給付先、支給先を見ても本人も受け取れ

るようになったというところでいけば、やっぱり

高校生を御自身を応援しているということだと思

います。例えば、生活困窮世帯向け、向けの臨時

給付金とかそういったわけじゃなくて、★★生の

未来を応援している支援金なんだと思います。 

  ですから、やはりそこも視野に入れて、アンケ

ートはほとんどの方に答えていただける想定とい

うことですので、是非この集計結果も見ながら、

来年度、令和８年度以降のことも検討いただきた

いと思いますので、これは要望させていただきま

す。 

○へんみ圭二委員 高校生応援支援金についてなん

ですが、子どもたちの居場所の場だったりだとか、

それから、いろいろな会議も実際に見に行かせて

いただいた上で、会派としてもこの拡充を求めて

きましたから、今回こうして提案をされたという

のは非常に我々としては喜ばしいことだなと思っ

ております。 

  自分が高校生の時を思い返してみますと、自分

が夢と思って諦めていたことが一つあって、僕が

中高生ぐらいのときに、ブッダブランドとかＤＪ

Ｃｌａｓｓとか、そういうかっこいいアーティス
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トの人がたくさん出てきて、ＤＪになりたいなと

思ったんです。 

  ＤＪになるにはターンテーブルのセットを買わ

なくちゃいけないんですけれども。そのときに多

分２０万円とか３０万円とかっていうお金が必要

で、買えないなと思ってそれを諦めたんですけれ

ども、その場合、そういう子がいた場合には、こ

れはこの支援金は申請できるんでしょうか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 へんみ委員

おっしゃっている例えばターンテーブルにすると、

例えば２０万円ぐらいするというお話でしたけれ

ども、これはあくまでも上限が決まっているのは

５万円という金額については申請いただけるので、

ちょっとそれをもし買うっていうことになるとや

っぱり自己負担は出てしまうところになりますけ

れども、利用自体はできます。 

○へんみ圭二委員 そうすると部活とかクラブとか

ではなくても、自分の夢があれば、２０万円のう

ち５万円はここで区に申請すれば認められるとい

うことですよね。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 ★★ 

○へんみ圭二委員 いや、そういうことだと思いま

すので。そうであれば、自分が高校生のときにも

しこの制度があれば、今頃ＤＪになっていたかも

しれないななんていうことも思いますし、是非子

どもたちの夢が実現するように、しっかり応援し

ていただければなと思うんですが、ただやはりこ

れ、高校生も申請をするということを考えると、

例えば高校生に領収書を取っておいてもらって、

後で申請をしてもらうというのは、大人であれば、

そういうことはいっぱいやっていますけれども、

高校生今までそういうことやってきていないと思

いますから、そのやり方というのも少し丁寧に説

明してあげないと、領収書なくしちゃったってい

うような子どももいて、それ支給できなかったっ

てなっちゃうとかわいそうだなと思うんですが、

そのあたりはいかがですか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 そちらにつ

いては、こちらは高校生本人に今回支給するって

いうような仕組みづくりに変えたので、これはあ

くまでも高校生にこういった公費の使い方、それ

から精算の仕方といった一連のところも、いわゆ

る教育の一環かなというふうにも、そういった側

面もあると思いますので、例えば高校に事業の周

知を行くときに、そういったところは先生によく

御協力いただけるような形で事業の周知と、そう

いった管理の方法ですとかそういうところは丁寧

にやっていきたいなというふうに考えております。 

○へんみ圭二委員 もう既にホームページの方に出

されているのを見ますと、そのあたりもしっかり

と、申請書は必ず、領収書や明細が分かる書類は

必ず保管してくださいということも書かれていま

すし、そこら辺なかなか理解が難しいかなと思い

ますので、先ほどおっしゃっていたように、先生

とか、大人の手がしっかりと入る形にしていただ

きたいと思います。 

  ここには、先ほどあだち未来支援室長もおっし

ゃっていた不正についても、後輩たちのためにも

正しく自分の夢や将来のために使用してください、

皆さんの良識を信じていますということが書かれ

ていて、やっぱりここは大事な点だと思いますか

ら、そこも大人からしっかりと説明をしていただ

く機会をつくっていただきたいと思います。 

  この応援支援金については最後にしますけれど

も、実際これアダチ若者会議、高校生たちに向け

たものを、ぐるぐるでやっているのを見に行かせ

ていただいて、そのときにこの支援金知っている

人いますかっていうことを問いかけたら、誰もい

なくて職員の皆さんが非常にショックを受けてい

たというのが印象深いんですけれども、やっぱり
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せっかくこういうものをつくるんであれば、その

子どもたちに届くように努力をしなくちゃいけな

いなと思うんですが、その点の工夫についてはど

のようにお考えですか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 そうすね、

へんみ委員おっしゃるとおり、★★若者会議でち

ょっと知っている人がいなかったっていうのは非

常にショックを受けたところだったんですけれど

も、今回ちょっと事前に議会の方から、議会の方

にも御相談させていただきながら、まず、これか

ら高校１年生になる中学生には早めに周知の方さ

せていただいて、高校１年生のときにはこの制度

を既に知っているといったような状況をまずつく

りたかったといったところが一つと、あと、今い

ろいろと高校を回っている中では高校生の、学校

側の生徒に直接情報を発信するツールも学校ごと

にあるようなので、そういったツールも使わせて

いただけるということで先生には了解を取ってお

りますので、そういったところから発信させてい

ただいて、当事者に届くような形で、いろいろと

工夫を凝らしていきたいなというふうに考えてお

ります。 

○へんみ圭二委員 是非しっかり取り組んでいただ

きたいと思います。 

  一つこれは提案なんですけれども、今回支給対

象６００人ということで、途中であんまり人数が

思っていたほど来ないなあということもあり得る

と思いますが、そうしたときに、★★のありがと

うキャンペーンってマクドナルドと一緒にやって

いたりしますよね。ああいうときに、あんまり人

数がいない場合には、そこでも一緒にこういうも

のの案内をしたりだとか、いろいろなやり方とい

うのはもう少し考えるかなと思いますので、その

点もよく御検討いただければなと思います。 

  あと次に、第３期足立区子ども・子育て支援事

業計画の中の４１ページなんですが、放課後子ど

も教室についてです。 

  ここ放課後子ども教室の指標を見ますと、実行

委員会と公社の話合いにより、全学年対象の実施

校数などが目標値として令和１１年で定められて

いるんですけれども、これ、公社ではなく、例え

ば民間委託も進めてはどうですかという話も出て

いる中で、このあたりについての考え方というの

は今どうなっているんでしょうか。 

○学童保育課長 ちょっと今日、所管が出席はして

いないんですけれども、こちらにつきましては、

学童保育等の一体化の中で、こういった全学年、

全日数において改正できるように、まずは試験的

に進めていきたいというふうには考えております。 

○へんみ圭二委員 そうすると、その民間委託につ

いての方向性というのは、今はどうなっているん

ですか。 

○教育長 この放課後子ども教室に関しては、令和

８年の指定管理者を選定する際に合わせて検討し

ております。ですので、民間委託の、令和８年以

降、できる限り実施していきたいという方向性で

ございます。 

○へんみ圭二委員 分かりました。 

  ここでは令和１１年度の目標が、公社との話合

いによりということで書かれていますので、民間

委託についての検討というのはもうなしになった

のかなと思いましたので、今ちょっとお聞きしま

したが、今、お答えいただきましたのでよく分か

りました。 

  それともう一つ、ジュニアリーダーの育成とい

うことで、ここでも掲げられていまして、ここも

ちょっと職員の方がいらっしゃるか分からないん

ですが、ジュニアリーダーも取組としては非常に

すばらしいことをやられているなというのは実際

に自分の目で見ても思っています。 
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  ただ、ジュニアリーダーでしっかりと育てた子

どもたちが、その後、大人になってどういうふう

に地域の中で活躍しているのかというと、なかな

か分からない部分がありまして、そのあたりにつ

いて、区としてはジュニアリーダーというものの、

は、どのようにお考えなんでしょうか。 

○子ども政策課長 ジュニアリーダーの育成につい

ては、所管、青少年課になりますが、私もこれを

つくる際に、青少年課と話したときに、おっしゃ

るとおり、その後の活動の活躍の場所が今後、重

要な課題になるよねって話はしてきております。 

  具体的なところは、申し訳ございません、ここ

でちょっと申し上げられませんが、今のへんみ委

員からの御意見については所管の方にお伝えさせ

ていただきたいと思います。 

○くぼた美幸委員長 他に。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○くぼた美幸委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇           

 

○くぼた美幸委員長 次に、その他に移ります。 

  何かございますか。 

○へんみ圭二委員 予算特別委員会の中でも学童保

育と、それから、保育園の就労証明書を共通化し

たらっていうお話がありました。 

  自分もそういうことをちょっと★★中で考えて

いたんですが、時間もなかったのでここでお伺い

したいんですが、それと同時に、幼稚園も就労証

明書を出さなくてはいけないということがありま

すから、そういった就労証明書全体でも共有化す

るということと同時にオンラインとか、そのあた

りの対応というのもいかがなのかなというふうに

お聞きしたいんですが。 

○学童保育課長 今の学童保育と保育の方の就労証

明の一元化については、予算特別委員会で御答弁

したとおり一体化を前提に進めてまいります。 

  審査項目の中で一番、学童保育の項目が一番多

岐にわたって必要な部分がございますので、そこ

の部分で一体化すれば、当然、幼稚園にもそれは

適用できるものと考えておりますので、幼稚園も

含めた一体化ということで考えてまいりたいと思

っております。 

○へんみ圭二委員 よろしくお願いします。 

  あと、幼稚園の方からも、例えば預かり保育の

書類について、いろいろと複雑で、これも簡単に

して、オンラインでやれるようにできないかとい

うのが、幼稚園側からも保護者側からもそういう

声が出ているんですが、そのあたりについてもし

っかり進めていただきたいんですが、いかがです

か。 

○幼稚園・地域保育課長 幼稚園から区へのオンラ

イン申請でございますが、今年度、試験的に４園

で毎月の運営費となります施設型給付金につきま

して、オンラインによる申請を実施しております。 

  また来年度以降なんですが、全ての園での実施

を目指すとともに、様々な補助メニューでオンラ

イン申請を活用できるように検討してまいります。 

  また、預かり保育に関しましては、補助金とな

りますので、こちら保護者にお支払する補助金と

なりますが、今後、保護者が直接、区にオンライ

ンで申請する場合の基準や方針を、現在、ＩＴＣ

戦略推進担当課にて策定しているところでござい

ます。 

○へんみ圭二委員 そのあたりのお話を、実際に幼

稚園にお話を伺ったときに、区の方でいろいろ決

めてこういうふうにやりなさいっていう、言われ

るんじゃなくて、事前にいろいろと相談をしても

らわないと、決められたことをやるのはなかなか

大変だったりするという話がありましたので、是
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非、事前に幼稚園側とも協議しながら、幼稚園側

も取り組みやすいように進めていただきたいんで

すが、いかがですか。 

○子ども家庭部長 私立幼稚園協会とはもうしょっ

ちゅう顔を合わせていますので、その辺も含めて

一緒に考えていきたいというふうに考えておりま

す。 

○長谷川たかこ委員 今のお話の続きなんですけれ

ども、それは区内だけじゃなく区外であっても同

じようにするように整備を整えるということでよ

ろしいんでしょうか。 

  だから行っている、区外の幼稚園、足立区外の

幼稚園に行っていても同じように補助金の方が何

かすごく、★★、大変なんですよね。 

  だから今やられるのであれば、区内だけじゃな

くて区外も是非整備すべきだと思いますけれども

いかがでしょうか。 

○幼稚園・地域保育課長 足立区外の幼稚園につき

ましても、足立区にお住まいの方でしたら、同じ

ように★★させていただきますので。 

○長谷川たかこ委員 是非よろしくお願いいたしま

す。 

○くぼた美幸委員長 他に。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○くぼた美幸委員長 なしと認めます。 

  以上をもちまして、子ども・子育て支援対策調

査特別委員会を閉会いたします。 

午後３時０４分閉会 

 


